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調の派手な色が我々の眼を強 く刺激 し始めたのは この頃である。1949年(昭・
24)繊維製品統制撤廃、翌年には衣料切符廃止、 ここにおいて新聞はタブロイ
ド判から普通の大 きさに複元 し、家庭欄、婦人欄が設けられ、服装問題が取材











始した。以来10年間、同一条件 と方法とを用 いて色彩統計を続 けて 来 たが、
この程、漸 くデータの整理が出来たので、報告を兼ねて、 塾流行色の予想 と実















産経、東京、京都 の六大新 聞の家庭欄 、婦人欄及 び経済欄 に記 され た色名(流
行色名)を 集 計 した。
集計 された色名は更 にMaerzandPaul著、DictionaryofColor.およ
びTheBritishColourCounci1Dictionaryo〔ColoursforInteriorDeco-
ration.日本色 彩研 究所の色の標準、 上村、 山崎著 日本色名大 鑑等 と 照合 し
乍 ら、色相、 明度、 彩度 の限界 を検討、 吟味 した。 表1は1950年(昭 ・25)
か ら1955年(昭・30)にお ける洋服の色相別出現率、表2は 同 じく和服bzおけ
る場合 を示 した ものであ る。
表1.色 相別出現率(洋服)
色 相 名1・95・(25){・95・(3・)i・952(27)i・953(28);・954(29)11955(・・)平 均
あ か16.212.412.512.211.612.612。90
だ い だ い17.813.813.412.211.510.513.20
き だ い だ い0.82.72.11.01.00.71.40
き6.46.57.46.86.46.26.60
き み ど り00.50.40.81.21.60.75
み ど り7.27.87.88.97.46.3・7.57
あ お み ど り0.21.00.30.30・10.20.35
み ど りみ あ お000.300・20.30.13
あ お11.96。86.98.510.612.59.50
あ お む・ら さ き2.85.83.75.67.77.95.58
む ら さ き1.84.94.93.02.62.93.35











ナこ し、 ナこ し、20.022.09.910.38.58.013.11
き ナこ いRこ い3.61.43.61.00.31.65
き5.58.17.55.95.15.46.25
き み ど り0.80.70.30.30
み ど り9.18.19.55.96.86.97.72
あ お み ど り1.81.40・30・58
み ど りみ あ お'0.40.30.71.10.42
あ お10.96.98.38.46.88.58.30
あ お む ら さ'き4.14.05.411.611.26.05
む ら さ き3.611.09.14.97.24.36.68


















表3.洋 、和服の色調 と社会情勢との関係 一
西 暦91・障 劇 和 劇 社 会 情 勢
1945
x-194?2°x-22国 防 色 も ん ぺ 姿 空 白 状 態1
・94823監 工驫 快げ 原 色 調
・94924異 鯛 漏 夏 渋くて瀦 ・・た色諷 轡鍔 鶚 興 鑼
・9・・25宮,煙,レ 講 パ ・ テ ・嘲 充 料潔 符進廃 岳
195126渋 い 色 調 日本在来 の色調
195227落 着いた渋い色調 渋 い 色 調 和 服 復 古 調
豊 富 な 色 調 英 国 女 王 戴 冠 式
195328概 ネ茅2済 謝 明るくて淡い申陥 百蘓 驫 難 鑒
・9・429驚'諺 講 渋 い 色 調 葺 ラフ,ζ・謂諾
・9553・ 鸛 蟾 齶 中 間 色 艫 鹸 驫 最篇
.19563・灣 響 鵲 粤 明 ・ い 色 調 豊 か 嫉 生 活
・9・732潅 冨 箸 色 講 豊 動 色 調 凱 合。盛 ,穐 奘
・95833藻,雛 鍔 勘 ・・ク・調 消 費 革 命
・95934鬣 勘 色葡 慶 祝 カ ラ ーw太 響 豐 噸
、
それに コロネーシ ヨン ・カ ラー を発表 した訳であ る。 さて発表 された色 を見 る
と、何 れ も海外か ら取 り寄せ られ た もので あって、 それ と同一の国産服地 は製
産が 間に合わず、 当時 コ ロネー シ ヨン ・カラー を着装 した人は殆ん どな く海 外
か ら持 ち帰 った もの を着 ることの出来た人は極一部 の有名デザ イナー位 に過 ぎ
なか った。一般の人 々は それで もデパー トや服 地店の シヨーウイン ドに飾 られ
た コロネーシ ヨン ・カラー を可成 り強 く印象づけ られた よ うであ る。又 この頃
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これに用いた色票は、日本色彩研究所特製の色彩統計盤 と称す るもので 「色の













に保持 し、1人 は左行者の服色のみをマークし、他の1人 は右行者のみを受 け
持 ち、今1人 は和服の色のみを担当した。和服は数が少ないので1人 で充分出
来た。その他に計時係を置 き、午後1時 になると調査開始 を宣告 し、30分間経
つと、ス トッフ゜を命 じる。15分休憩をして、再 び80分間、そして15分の休憩、
これらを繰返 えして、午後4時 に調査を終了するのである。このような時間の
決め方は予備実験 を繰返 えすことによって、調査員の最 も能率の上ると考えた





最後に京都府ギヤラリーに交渉した時、意外に も快諾を得て、夢か とばか りに
感激した次第である。この場所か らの観測は願 って もない程、好条件が揃 って
いたので、調査は予期以上に進渉した。
調査条件の一つとして附記 しておきたいことは30分間の調査時間内にアーケ





表4.調 査 年月 日 と調 査数 齟 一



















































合 計(調 査・数・・日)(・ 日平58919i」1178.、)(碑 珞811全。3)




調 査 期 間











表4で 見 られるように10年間の調査 日数合計50日で1日 平均調査数は洋服
1135、和服497、計ユ632である。ただし1957年(昭・32)7月、10月、11月の和

















るように思われる。赤系統 としては翌年か らやや降下を辿 り始めたが1962(昭
・37)を底 として再び上昇カーブを現わしている。
(B)青系統 赤系統を除けば青系統は常に出現率の高い色相 として、 目立
っている。1956(昭・31)をさかいめとして赤 と青 とは地位を逆転しているが、
これは戦後め混乱状態か ら漸 く立上 って、繊維界、服飾界が一応順調な歩みを






い色の総称であって、淡い色ではベージユか ら暗い方では 焦茶 まで包含 きれ
る。従ってタバコブラウン、コーヒーブラウン、キヤメルブラウン も当然含 ま
れることになる。そして彩度の比較的高いオレンジ色 も僅か乍 らこのカーブの







(Grey)灰 黒 に次いで灰の出現 率は可成 りの線 を行 ってい るが、 この色
は意外 に起 伏が大 きい。最底5°o弱か ら最高14%強までの変化 を示 してい る。
1963(昭・38)を最高 として再 び下降す るか に思 われ る。 それで も尚12°以上
の出現率で ある。
(White)白無 彩色 の中では出現率 の平均が一番小 さい。 しか し1961(昭
・36)には約12%に急上昇 し、翌年か ら除 々に降 下 を辿つてい る。 白黒 ブー ム
は この頃 か ら始 ま り1963(昭・38)bzまで及んで い る。
(gB)緑味青系統 この色相は1958(昭・33)に映画 熱初恋。の主役女優
の服装の色に ちなんで モーニングス ター ブルー と云 う色 名が宣伝 された ことに
よ って服装界 に評判 を呼んだが、最高潮 に達 したのはその翌年1959(昭・34)
であ る。 この年 に12%強の 出現率 を示 したが、その翌年以降か ら急 降下 し1963
(昭・38)・には僅か2.5°o程度 に過 ぎない。 ただ し再 び上昇 に向 うきぎしは見
え始めた。,
(Y)黄系統 は平均7～8°a程 度であ るが、比較 的起伏 の少 ない色相 であ
る。鮮かな黄、淡い黄、渋い黄、暗い黄等の申に ク リー ム、か らし、オ リーブ
と称す る色名で呼ば れ る色 も含 まれてい る。1957(昭・32)に小 さな 山があ っ
て以後 は低 空飛行 を続 けて きたが、1962(昭・37)頃か ら除 々に上昇 し、1964
(昭・39)には約ユ0%に達 し今 までに見 られない程 の上昇振 りを示 してい る。
(G)緑系統 この色相 は黄味 に も偏 らない標 準型の緑で あって、彩度 や明
度 の変 化は可成 りの幅 を持 ってい る。最近では鮮か さが増 し、使用率 も多 くな
って きてい る。起伏 は多少 あ るが、常 に存在 してい ることは図2の 示す通 りで
ある。1955(昭・30)に9%近 く出現 し、翌年4z.一一一旦5°o程度 まで下 り、更 に
その翌年1957(昭・32)に約7%に 上 り、 後は徐 々に降下 し て、1961(昭・
36)には10年間中の最底線 約3%に 達 して以後再 び上昇 を始 め1964(昭・39)
には再び7%内 外に達 してい る。ただ しこの上昇 カー ブも過去 の統計結果か ら
一13一
推則す るな らば1965(昭・40>以降 が らは次第 に卞向 きとなる公算が大 きい。
(YO)黄橙系統 この色相 の範囲 に も茶系統が含 まれ、 高彩度の黄橙は む
しろ少量 に しか 出現 していない0ベ ージユ系 な どが可成 りこの申に含 まれて い
るもの と考 えて良 いのであ る。比較的平担 な出現率 を示 し ては い るが、 ユ960
(昭・35)頃か ら徐 々に多 くな り、2～4年 続 いて再 び下降 してい る。
(BG)青緑系統 この色相 は先 に述 べた緑味青の流行 に 誘導 され たかの 如
く、1957(昭・32)頃か ら1959(昭・34)にか けて上昇 し、その翌年 には急降
下 してい る。 しか し1962(昭・37)頃か らは緑系統 の流行 の浪 に便乗 してい る
よ うな形 を現 わ してい る。
(YG)黄緑系統 この色相系統 は主 として モスグ リーン、 オ リー ブグ リー
ン、 ウイロー グ リー ン等の色名で知 られてい る もので、純色 のままでは殆 ん ど
使 用 されない。紫 系統 と相前後 して出現す るのが この色相の特徴 であ る。
(P)紫 系統 この色相の出現率 は意外に僅少で あって、1956(昭・31)に
一度2°o足 らずの 山を現わ して以後、大 きな上昇 を現わ さないが、1959(昭・
34)の皇太子殿下 の御成婚が近づ くに従 い、紫の出現力泪 立 ち始 め、最 も多 く
使用 きれたのは196σ(昭・35)の約3%で ある。 その後は年 々降下 し1964(昭
・・39)には僅か に1%内 外 であ る。 ただ し今後再 び上昇す る機運がすでに現 わ
れてい る。
(BP)青紫 系統 この色相 は紫 よ りも更に 僅少 であるが、 インキブル ー、
ピースブル ーの色 名によ って、流行色の地位 を占めている期間には他の青系統
と交 り合 って、人 々の印象 には可成 り強 く残 った色 であ る。だが統計結果 では
1956(昭・31)、1961(昭・36)に僅か に山が見 られ る程度であ る。図2、では
ユ962(昭・37)を最底 として、翌年 か ら徐 々に上昇 カー ブルに移 ってい るが 、
これは色相 の傾向 を現わす もので、 ピー スブルーや インキ ブルーの よ うな色 は







率はR.Bが 図抜けて大 きくく次いでBlack、そしてYとGで ある。BG,BP








比較的緑の服には使いにくい、とい う点か ら考えて も、緑系統 と黒 とが平行的
出現色群に含まれていて も不思議ではない。黄系統は黒及び青系統 と共に用い
られることが多いが、この点 も図3、の上で理解出来 る。BPは インクブルー、
ピースブルーのような赤味の加わった青系であるか ら赤と併用 される機会が少
な くない。YG系 はY・B・G・BG.等と平行を保つ期盟があるという点に注 目
されるが、それよりもYOと の関係は更に深いようである。(図4参 照)
図4、 は逆行的出現色群であってお互いの色が 追いつ 追は れつの 関係にあ
る。ただしこれ らの申に平行的出環色群の申に示された黒と緑 とが出 ている
が、これらはそれぞれ他の色 との逆行を示すために記 したものである。又YO












西 歴1剛 印象 的 な流行 色1記 号 社 会 状 勢
・9462・響粋 隻,グ,一チ和)糶 琴嬲 鸚 籔 する圃
1949124
・95227祐 害彡獅gB1躰 艫 染の蘊
195328コ ロ ネー シ ョンパ ー プ ルP1英 国女 王 戴冠 式
・95429デ ・オ。ルグ・・GryBPI・ 召 享;儲 三癖 騨 。たば。
購 三冖BrnlGIBK1
195631黒 、 臼、 黄W1和 服 の 白地 羽 織 、黄 八 丈
195732モ ー ニ ン グス ター ブル ーgB2映 画 「初 恋 」 の主 役 の服 色
195833赤 系R110年 間 の 中で 最 高 の 出現 率
195934パ ー プルP2皇 太子 殿 下 御 成 婚慶 祝 カ ラー
196035ベ ー ジ ュ
オ リー ブ グ リー ン
チ ャコ ー ル グ レーGry2デ パ ー ト服地 売 場 に て大 半 を 占め る
196136イ ン クブ ル ーBP2
ピー ス ブル ー系 の 紺Brn2
茶 系 統Bk2セ ー ター等 の黒 の製 産 追 い つか ず
196338黒 、 白W2白 のス カー ト、 白の スー ツ流 行
196439グ リー ン系G2『 鮮 か な グ リー ン系 の流 行 『















析結果か ら翌年の服色を打出さねばならなくな り、日本流行色協会 とい う流行
色の総合研究の可能な団体組織 を利用するとか、全 日本婦人児服地毛織物協議
会に入会する、というような方法を取 らない限 りにおいては、如何に宣伝して
も大衆は踊 らない、とい うことが痛感 される。ただしここで注意 しなければな
らないことは新鮮味のある色が流行色として取 り上げ られてはいるが、売れ高
には直接ひび くと1ま限 らない。街頭に頻繁に見掛ける色が新聞に書 き立てられ







と考えられる。調味料の効果は大 きいが、その使用料は極 く少量で足 りる。つ
まり流行色に関心を持 ち、これらを適当に取 り入れ ることは現代を生 きて行 く







面を通 じて満腔の謝 を表す る次第である。
(1965年9月10)
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